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食品による腸内細菌・腸内環境の制御技術の開発

●研究概要

腸の健康は全身の健康や寿命に深く関わっている。腸内
細菌フローラを改善し、腸の健康や免疫機能を高める食品
成分や、腸の善玉菌であるビフィズス菌や乳酸菌によるこ
れら食品成分の代謝経路を明らかにすることを目的として
研究している。
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成人型ビフィズス菌の特異な植物性多糖代謝遺伝子クラスターをターゲットにした新規プレバイオ
ティクスの開発

成人から乳児まで幅広い分布を示すビフィズス菌である Bifidobacterium longum subsp. longum のゲノ

ム中に、アラビノキシランやアラビナンといった植物性のヘミセルロース代謝に関連する特異な遺伝子クラス
ターを見出した(論文4) 。和歌山県産の農産
物（柑橘類のアルベド、廃棄果実由来のペク
チン、小麦ブラン、米ぬか）を原料に、この遺
伝子クラスターをターゲットにしたプレバイオ
ティクス（ビフィズス菌増殖因子）の開発を目
指している。
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食品成分による腸内細菌制御と脂質代謝改善

和歌山県産の代表的な農産物である梅や柿などの成分
による腸内細菌バランスの改善効果について評価をおこ
なっている。現在までに、梅酢から調製された「梅ポリフェ
ノール」(論文2,3)、南高梅の白干し梅、刀根早生柿のポリ
フェノール、梅酢を利用して魚軟骨から抽出されたプロテオ
グリカンに、高脂肪食を投与した肥満モデルマウスの脂質
代謝を改善し、抗肥満効果があることを明らかにしている。
この脂質代謝改善効果は、高脂肪食により誘導された肥
満型の腸内細菌フローラ（でぶ菌型）が、やせ型のフローラ
（やせ菌型）に改善されることによることが示唆された。現
在は、網羅的な遺伝子発現解析などから、そのメカニズム
解明を目指している。 南高梅や梅ポリフェノールの腸内細菌フローラ改善効果

成人型ビフィズス菌から発見されたヘミセルロース代謝遺伝子クラスター


